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日本ユースホステル協会はユースホステルのビジョンに基づき、日本国内にユースホステルを設置・運営すると共に、
国際ユースホステル連盟や各国のユースホステル協会と協調し、知見を広める「旅」を促進する活動を行っています。
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会員証は国際ユースホステル連盟（Hostelling International）によって認められたもので、
世界各国のYHが利用できます。

■オンライン（インターネット）入会をご希望の方
お近くにユースホステル、ユースホステル協会・入会案内所がない場合、オン
ラインでも入会を受け付けております。但し、会員証発行までお時間がかかり
ますので、予めご了承ください（ご入金後、約1週間位）。

■継続のご案内
有効期限の2ヶ月前から、継続手続きを受け付けています。会員証の有効期限内に
手続きをおこなうと新規登録会費より500円割引（提携カード除く）になります。

■便利な自動継続のお知らせ
自動引き落としのお申し込みを入会・継続時にされますと、次年度から継続会費が
自動的に指定口座から引き落としされ、手間をかけずに継続手続きができます。

■会員証をすぐに取得されたい方
お近くのユースホステル、ユースホステル協会または入会案内所でお申し込
みください。その場で発行されるため、一番手軽で、早くできます。

郵送、インターネットからのお申し込みの際は別途送料240円が必要となります。
詳細は日本ユースホステル協会HPをご確認ください。 http://www.jyh.or.jp/membership/

■登録会費

会員証種別

少年パス

青年パス

成人パス

家族パス

団体パス

終身パス

1,500円

1,500円

2,500円

3,500円

5,000円

50,000円

1,000円

1,000円

2,000円

3,000円

4,500円

満4歳から中学生まで

中学生修了年齢から満19歳未満

満19歳以上

夫婦、又はその同伴する中学生までの子ども

海外で利用する場合、配偶者は

別途会員証が必要です（500円）

10名以上の団体・機関の引率責任者（満18歳以上）

満26歳以上、有効期限は登録の日から終身

該当年齢区別 新規
登録会費

継続
登録会費

JAPA
N YO

UTH 
HOST

ELS, 
INC.

Nationa
l Olymp

ics Mem
orial Yo

uth Cen
ter

3-1 Kam
izono-ch

o Yoyog
i Shibuy

a-ku To
kyo 151

-0052

Name

memb
er ID　

　　  
　　　

　　 　
Date o

f birth
　　 /

  　/ 
 

Categ
ory 

month
    yea

r

Signa
ture

Sex　
 M  ・

　F

dd/m
m/yy

 

0 3 2 - * * * * * *

ユースホステルに泊まって世界を旅しよう！
世界各国のユースホステルをおトクに利用するなら、ユースホステル会員がおススメ！
ユースホステル会員にはこんなメリットがあります！

1. 国内外のユースホステルをおトクな会員価格でご利用いただけます！
　  一部例外を除き、世界中のユースホステルを10％以上おトクな割引価格でご利用いただけます。

2. 割引提携施設をユースホステル会員割引価格でご利用いただけます！
　  旅行用品やレンタカーなど、充実した旅をサポートするサービスの割引が満載です。
　  日本国内の割引提携施設情報はこちら→http://www.jyh.or.jp/discount/index.html

ユースホステル インフォメーション
■新設ユースホステル
南飛騨 赤かぶYH（岐阜県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・平成30年7月1日
関空オレンジハウスYH（大阪府）・・・・・・・・・・・・・・・・ 平成30年7月1日
桜島YH（鹿児島県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 平成30年7月1日
加計呂麻YH（鹿児島県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 平成30年7月1日

■運営再開ユースホステル
阿蘇くじゅう高原YH（熊本県）・・・・・・・・・・・・・・・・・ 平成29年4月15日

■臨時休館ユースホステル
稚内モシリパYH（北海道）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 当分の間
網走原生花園YH（北海道）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 当分の間
大沼公園YH（北海道）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 当分の間
おいらせYH（青森県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 当分の間
YH潮来荘(茨城県) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 当分の間
甲府YH（山梨県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 当分の間
北信州観山YH(長野県)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 当分の間
川根七曲宿YH（静岡県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 当分の間
知多半島YH（愛知県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 当分の間
YH太江寺（三重県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 当分の間
高野山YH（和歌山県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 当分の間
松江レークサイドYH（島根県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 当分の間
大洲城山郷土館YH（愛媛県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 当分の間

■閉館ユースホステル（予定含む）
YH山国屋（大分県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・平成30年4月30日付
のと皆月湾YH（石川県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・平成30年4月30日付
釧路湿原とうろYH（北海道）・・・・・・・・・・・・・・・・・平成30年3月31日付
YHパルトピアやまぐち（山口県）・・・・・・・・・・・・平成30年3月31日付
ひのはらYH（東京都）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・平成30年3月31日付
田沢湖YH（秋田県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・平成30年3月31日付
北九州YH（福岡県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・平成29年12月31日付
YH郡上洞泉寺（岐阜県）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・平成29年12月31日付
丹後温泉はしうど荘YH（京都府）・・・・・・・・・・平成29年12月31日付
花巻ならの里YH(岩手県)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 平成29年8月1日付
島原YH(長崎県)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 平成29年6月30日付
みさきロッジYH（和歌山県）・・・・・・・・・・・・・・・・・ 平成29年5月31日付
モンベル五條YH(奈良県)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 平成29年5月31日付
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ユーレイルセレクトパスは、欧州26カ国の中から、航路もしくは鉄道で結ばれている
隣接4か国を選択し、利用できるパスです。1等5日間を抽選で3名様にプレゼント！

■鉄道パスの使い方　発券日から6ヶ月以内に使用を開始しなければなりません。また使用する日は、はじめに旅行者ご自身がパスの日付欄に乗
車日を記入しなければなりません。鉄道パスのカバーにあるトラベルレポート欄には、パスを使用して列車や船舶に乗車／乗船した区間を記載、
記録しなければなりません。 これら情報を鉄道パスに記載することなく使用した場合、罰金とともに乗車区間の正規料金が課せられることもありま
すので、ご注意ください。鉄道の旅行日数1日分は、真夜中0時から24時間のことで、この間、好きなだけ何度でも列車にご乗車いただけます。

ユーレイルセレクトパスを3名様にプレゼント！

http://www.jyh.or.jp/hm

w w w . r a i l e u r o p e . j p

応募期限：2018 年8月末日23:00
当選者の発表はレイルヨーロッパからの目録の発送をもってかえさせて頂きます。

レイルヨーロッパより

ご応募・詳細はこちら！
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そうなんです。今、ちょうど女友達と旅行の計画を立ててい

て。彼女とは一緒に何度も旅行に行ったことがあるのです

が、まだ海外には行ったことがないんです。

小学校1年生の頃からずっと仲が良いんですよ。私のこと

を何でも知っていて、私も彼女のことを何でも知っている

というくらいの大親友です！

箱根や京都、北海道……あと、金沢も一緒に行きました。

私、金沢にある21世紀美術館がずっと大好きなんです。美

術系の学校に通っていた高校時代、美術専門誌で「スイミ

ング・プール」という展示作品を見てからずっと憧れてい

て、実際に行って作品を目にした時には感動しました。乃

木坂46にいる時、最後に写真集を出すことになった時も、

「あの作品で撮りたいです！」ってリクエストしたら、見事に

夢が叶って……あの時は嬉しかったですね。

フランスや韓国、台湾に行ったことがあります！ お仕事の

合間に食べたものの中で一番おいしかったのは、台湾の

野菜炒め。どこのお店で食べてもおいしかったなぁ。

そうですね、おいしいものを食べたい！ あとは、もちろん観

光も楽しみたいけれど、計画を立ててあちこち動き回る旅

じゃなくて、何の目的もなくぶらぶらして、たっぷり時間を

使ってのんびり過ごす旅もいつかしてみたいなぁ……と

思っています。

乃木坂46時代、お仕事でフランスに行った時、パリのセー

ヌ川を下る船の中でお食事をする機会があったのですが、

そこから見える川辺の景色がとても印象的でした。まだ日

乃木坂46時代は「みんなのお姉さん」。
プライベートでは……。

Hostelling Magazine 

 Interview vol.013
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深川 麻衣
アイドルグループ「乃木坂46」を卒業後、

女優の道を歩み出すことになった深川さん。

現在は舞台や映画等で活躍の幅を広げており、

4/26からは主演を務めるWEBドラマ『恋を落とす』も配信スタート。

つい先日、完結を迎えました。

深川さんが儚げで透明感溢れる役柄を見事に演じきった

この作品では、実は「旅」が物語の重要なキーワードのひとつ。

ということで、深川さんの旅事情について色 と々お伺いしてみました。

彼女の魅力がギュッと詰まったインタビュー、

ぜひ、お楽しみください。

先ほど、写真撮影中に「女子2人で海外旅行に行くならどこ

が良いですか？」という話でホステリングマガジンのスタッ

フと盛り上がっていましたね！ 近々旅行に行くご予定が？

その方とはいつ頃からお友達なのでしょうか？

―フランスの人達って、仕事が終わってから夕飯を食べる前

にみんなでワインを片手に軽食をとってから、それぞれ自

宅に帰って夕飯を家族と食べる文化もあるそうですよ。

3人で！ ご家族とはとても仲が良いんですね。乃木坂46時

代は、グループの中で「みんなのお姉さん」的な存在だった

そうですが、プライベートでは妹だったとは……。昔から

しっかり者タイプだったのですか？

今まではどんな場所へ行ったのでしょうか？

乃木坂46時代には、お仕事で海外にも行ったことがあるの

でしょうか？

―「食べ物を楽しむ」というのは、旅先での楽しみのひと

つですよね。

女優

の明るい時間帯に、仕事を終えた人たちが川辺でワインを

飲みながら楽しそうにおしゃべりしている様子を見て、時間

の使い方の違いにカルチャーショックを受けましたし、そう

いう時間の使い方ができるってとても素敵だな、と思いま

した。今まで知らなかった日常を知ることができるのも、旅

先での楽しみなのでしょうね。

わぁー、そうなんですね！ 私がフランスに行った時も、川に

たくさん人がいて、楽器を演奏している人、それを楽しそう

に見つめている人がいて、すごくおしゃれな時間の楽しみ

方だなと感じました。この感動って、きっと行くことによって

得られるものなんですよね。それで価値観が変わったり、

世の中ってすごく広いんだなって感じられたり……自分が

抱えている悩みを解決するヒントも、普段と違う場所から

ヒントを得られることも絶対に多いと思います。

まだまだ知らないことだらけだからこそ、行ける時間があ

ればどんどん色んな場所に行ってみたいという気持ちが強

いかもしれません。この前も、急に数日オフの日ができた

ので、2日前にホテルを自分で探して予約して、お母さんと

お兄ちゃんと3人で旅行に行きました（笑）。

全然しっかり者じゃなかったです（笑）！ 今まではお兄ちゃ

んがいるからか、どちらかというと年上の人と話す時の方

が気楽で、逆に年下の人と話す時はすごく緊張するタイプ

でした。にも関わらず、グループに入ったら私と同い年の子

が1人いる以外はみんな年下で……最初は「私が最年長で

大丈夫かな、やっていけるかな……」と不安でした。でも、

一緒に過ごすうちに、みんなの精神年齢が大人だからそん

なに年齢差を感じないことが分かってきて。はじめの頃は

「みんな年下なんだから、自分がしっかりしなきゃ、引っ

張っていかなきゃ」と考えた時期もありましたが、途中から

は「余計なことは考えなくてもいいや」と吹っ切れられるよ

うになりました。

はい、ものすごく悩んでいました。やっぱり、学校の1クラス

分くらいの女の子がいて、バラエティで活躍できるおもし

ろさを持った子やずば抜けた特技を持っている子がいる

中で、「自分の個性って何だろう？」とか、「どういう部分をア

ピールしていけばファンの人に私の存在を知ってもらえる

んだろう」とか、デビューしたばかりの頃はそんなことばか

り考えていて、ずっと苦しかったです。

年下のメンバーが多かったし、みんなそれぞれ悩みを抱え

ながら頑張っていたから、あまり周りに自分の悩みを打ち明

けることはなかったのですが、デビュー前にホテルの相部

屋で一緒に生活をしていた橋本奈々未ちゃん（2017年に卒

業した元乃木坂46メンバー）は、「そのままで良いんだよ。良

さが伝わるのは時間がかかるかもしれないけれど、そのま

までいたらまいまいは大丈夫だよ」って、ずっと言い続けて

くれていました。最初はななみんの言葉を素直に受け止め

られなかったけれど、メンバーとして活動を続ける中で、

「“個性”は自分が『こうだ』と決めつけるものではなくて、周り

の子が『この子ってこういうところがあるよね』『ああいうとこ

ろが良いよね』と見つけてくれて、初めて気づけるもの。難し

く考えたり、無理してキャラを演じ続けるよりも、普通に楽し

く真剣に取り組んでいれば自分らしさに近づいていけるん

だ」……と次第に分かってきて、「ななみんが言っていたの

はこういうことだったのか」と、気づくことができたんです。

乃木坂46のメンバーとしては5年間活動させていただいた

のですが、アイドルって本当に特殊なお仕事なんですよね。

コンサートで歌ったり踊ったりするだけじゃなくて、バラエ

ティ番組やラジオにも出る子もいれば、ファッション誌の専

属モデルをやる子もいる。本当にいろんなことに挑戦させ

てもらえる場で溢れていました。その中で、私が「すごく楽し

い！」と思えたのが、新曲のMV（ミュージックビデオ）やCD

の特典の個人PV（監督と1対1で撮影するプロモーションビ

デオ）などの映像のお仕事をしている時だったんです。

撮っていただいたものがどんな映像になるのかにいつも

ワクワクしたし、撮影中に色々なスタッフの方々とお話がで

きるのも大好きで、「一緒にひとつの作品を創り上げる」と

いうクリエイティブな世界の一員として自分が関わること

に興味を持ち始めて……。それで、24歳の頃、この先自分

がどうしていきたいか考えた時に、「25歳で乃木坂46を卒

業して、女優を目指そう」と決意しました。

たしかに頑固なところがあるかもしれないです（笑）。何か

大きな決断をする時は、いつも自分の直感に頼っている部

分がありますね。そういえば、ある人から言われて気づい

たのですが、「5の倍数」の年齢の時に、いつも私の人生に

とって大事な何かが起きているんです。15歳の時は芸能の

お仕事に興味を持ってダンススクールに通って、20歳の時

は上京して乃木坂46のメンバーになって、そして25歳で卒

業して女優になり……。30歳になったらどんな風になって

いるんだろうな、とドキドキします！ 今所属している事務所

は、所属したばかりの頃から「これからどんな道に進んでい

きたいか」と一生懸命聞いて、一緒に考えてくださるので、

次の節目に向かって色々なことにチャレンジし続けていき

たいです。

私が演じた加奈は、ある出来事がきっかけで、想像していた

明るい未来がすべて奪われてしまった主人公。同じアルバ

イト先の女の子がいつも近くに寄り添って励ましてくれるけ

れど、その大切な仲間にもたまにきつくあたったりしてしま

うくらいの絶望感を背負っています。撮影では、その出来事

が起こる前と後の加奈を演じ分けたり、セリフを話すシーン

ではなくても表情や仕草で彼女の心の傷やつらさ、そこか

らどうやって前を向いて進んでいくのかを視聴者の方々に

伝えたいな……ということを特に意識していました。

台本を読み込んで、「セリフとセリフの間で彼女は何を考え

ているんだろう……」と想像したりしながら、イメージを膨

らませています。でも、そういうイメージをするための思考

回路というのは、自分の中で考えられること以上のことは

生まれないんですよね。だからこそ、色々な経験をして、感

情の引き出しの数を増やしていきたいと考えています。

映画もそうですが、例えるならば「部活」みたいな感じで

す。ドラマ作りって、一人では絶対できないもので、監督さ

んや照明さん、録音さん、美術さん、ヘアメイクさんやスタ

イリストさん、共演者さんなどなど、たくさんの人が関わっ

ているので、そのチーム感が大好きです。

それぞれが大切な役割を持っているチームの中で、「演者」と

して役をいただいているからには、自分自身もその役割をしっ

かりと果たせるように実力をつけないと、と日々思っています。

はい、好きなんです。周りにカメラ好きが多くて、私よりも

断然詳しい子がいるので、写真の撮り方で分からないこと

があったら教えてもらったりしています。

普段は友達を撮るのが好きです！ スマートフォンで撮るこ

ともよくありますが、チェキやフィルムカメラもよく使って

います。きれいにピントを合わせて写真を撮りたい時や、

旅行に行く時は、オリンパスのデジタルカメラを持って行

きますが、普段使うのは最近はフィルムカメラの方が多い

かも。軽くて持ち歩きやすいんですよ。

撮ってから現像するまで何があるか分からないワクワク感

が面白いです！ 現像した時に「全然ピントが合ってない

じゃん！」ってがっかりするのも、むしろ楽しくて。スマート

フォンだと、色んなアプリやフィルターがあって、すごく良

い感じに撮ったり加工したりもできますが、フィルムカメラ

には他にはない独特の色合いがあるのも好きです。

よっぽど疲れてヘトヘトになっている時以外は、出かけるこ

とが多いです。目的が無くても、仕事が終わったら帰りにぶ

らぶらして帰ったり、あえて電車やバスに乗らずに歩いて

帰ることもあります。インドアそうに見えるかもしれません

が、実は全然そんなことないんですよ（笑）。

そうですね。私はまだ一人で海外旅行に行ったことがあり

ませんが、雄一さんのように気ままに旅ができる人にはす

ごくあこがれます。男性だから気軽に行きやすいというの

もあるかもしれませんが、一人で計画を立てて海外に行け

る人って本当に尊敬します！

良いですね！ スウェーデンやノルウェーにはぜひ一度行っ

てみたいです。あと、今気になっているのがバリ島。最近、

友達がバリに行ったみたいなのですが、物価が安いしカゴ

バッグや雑貨も可愛くて良かった、と勧められたので、今度

パンフレットを手に入れようかなと思っています！ うーん、

行きたいところがありすぎて迷っちゃいますね……（笑）。

先ほどお話したフランスでのエピソードのように、行って

みて初めて気づけること・得られるものがたくさんあるの

が旅の魅力。だからこそ、行けるうちにいろいろ行っておい

た方が絶対に良いよ！ と伝えたいです。

「時代劇に出たい」という目標はあります。旅行でも古都に出

かけるのが好きなのですが、「今の時代にないもの」「自分が

体験できなかったこと」へのあこがれがあって、文化や歴史、

建築物に強く惹かれるので、当時の世界観に自分が入り込ん

だらどうなるかを演じてみたいです。ただ、すぐにでも実現し

たい目標というわけではないんです。今できること一切手を

抜かず、ちゃんと向き合い続けることが、今私のやるべきこ

と。一度お仕事をした監督さんやスタッフの方々から「また一

緒に作品が創りたい」と思っていただけることが、私にとって

幸せです。今を一生懸命進み続けた先に、きっとまた新しい

目標や夢が見えてくるんだろうな……と思っています。

「時間の使い方の違い」に
気づくことができた、パリでのひと時。
Q.

Q.

Q. Q.
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そうなんです。今、ちょうど女友達と旅行の計画を立ててい

て。彼女とは一緒に何度も旅行に行ったことがあるのです

が、まだ海外には行ったことがないんです。

小学校1年生の頃からずっと仲が良いんですよ。私のこと

を何でも知っていて、私も彼女のことを何でも知っている

というくらいの大親友です！

箱根や京都、北海道……あと、金沢も一緒に行きました。

私、金沢にある21世紀美術館がずっと大好きなんです。美

術系の学校に通っていた高校時代、美術専門誌で「スイミ

ング・プール」という展示作品を見てからずっと憧れてい

て、実際に行って作品を目にした時には感動しました。乃

木坂46にいる時、最後に写真集を出すことになった時も、

「あの作品で撮りたいです！」ってリクエストしたら、見事に

夢が叶って……あの時は嬉しかったですね。

フランスや韓国、台湾に行ったことがあります！ お仕事の

合間に食べたものの中で一番おいしかったのは、台湾の

野菜炒め。どこのお店で食べてもおいしかったなぁ。

そうですね、おいしいものを食べたい！ あとは、もちろん観

光も楽しみたいけれど、計画を立ててあちこち動き回る旅

じゃなくて、何の目的もなくぶらぶらして、たっぷり時間を

使ってのんびり過ごす旅もいつかしてみたいなぁ……と

思っています。

乃木坂46時代、お仕事でフランスに行った時、パリのセー

ヌ川を下る船の中でお食事をする機会があったのですが、

そこから見える川辺の景色がとても印象的でした。まだ日

乃木坂46時代は「みんなのお姉さん」。
プライベートでは……。
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深川 麻衣
アイドルグループ「乃木坂46」を卒業後、

女優の道を歩み出すことになった深川さん。

現在は舞台や映画等で活躍の幅を広げており、

4/26からは主演を務めるWEBドラマ『恋を落とす』も配信スタート。

つい先日、完結を迎えました。

深川さんが儚げで透明感溢れる役柄を見事に演じきった

この作品では、実は「旅」が物語の重要なキーワードのひとつ。

ということで、深川さんの旅事情について色 と々お伺いしてみました。

彼女の魅力がギュッと詰まったインタビュー、

ぜひ、お楽しみください。

先ほど、写真撮影中に「女子2人で海外旅行に行くならどこ

が良いですか？」という話でホステリングマガジンのスタッ

フと盛り上がっていましたね！ 近々旅行に行くご予定が？

その方とはいつ頃からお友達なのでしょうか？

―フランスの人達って、仕事が終わってから夕飯を食べる前

にみんなでワインを片手に軽食をとってから、それぞれ自

宅に帰って夕飯を家族と食べる文化もあるそうですよ。

3人で！ ご家族とはとても仲が良いんですね。乃木坂46時

代は、グループの中で「みんなのお姉さん」的な存在だった

そうですが、プライベートでは妹だったとは……。昔から

しっかり者タイプだったのですか？

今まではどんな場所へ行ったのでしょうか？

乃木坂46時代には、お仕事で海外にも行ったことがあるの

でしょうか？

―「食べ物を楽しむ」というのは、旅先での楽しみのひと

つですよね。

女優

の明るい時間帯に、仕事を終えた人たちが川辺でワインを

飲みながら楽しそうにおしゃべりしている様子を見て、時間

の使い方の違いにカルチャーショックを受けましたし、そう

いう時間の使い方ができるってとても素敵だな、と思いま

した。今まで知らなかった日常を知ることができるのも、旅

先での楽しみなのでしょうね。

わぁー、そうなんですね！ 私がフランスに行った時も、川に

たくさん人がいて、楽器を演奏している人、それを楽しそう

に見つめている人がいて、すごくおしゃれな時間の楽しみ

方だなと感じました。この感動って、きっと行くことによって

得られるものなんですよね。それで価値観が変わったり、

世の中ってすごく広いんだなって感じられたり……自分が

抱えている悩みを解決するヒントも、普段と違う場所から

ヒントを得られることも絶対に多いと思います。

まだまだ知らないことだらけだからこそ、行ける時間があ

ればどんどん色んな場所に行ってみたいという気持ちが強

いかもしれません。この前も、急に数日オフの日ができた

ので、2日前にホテルを自分で探して予約して、お母さんと

お兄ちゃんと3人で旅行に行きました（笑）。

全然しっかり者じゃなかったです（笑）！ 今まではお兄ちゃ

んがいるからか、どちらかというと年上の人と話す時の方

が気楽で、逆に年下の人と話す時はすごく緊張するタイプ

でした。にも関わらず、グループに入ったら私と同い年の子

が1人いる以外はみんな年下で……最初は「私が最年長で

大丈夫かな、やっていけるかな……」と不安でした。でも、

一緒に過ごすうちに、みんなの精神年齢が大人だからそん

なに年齢差を感じないことが分かってきて。はじめの頃は

「みんな年下なんだから、自分がしっかりしなきゃ、引っ

張っていかなきゃ」と考えた時期もありましたが、途中から

は「余計なことは考えなくてもいいや」と吹っ切れられるよ

うになりました。

はい、ものすごく悩んでいました。やっぱり、学校の1クラス

分くらいの女の子がいて、バラエティで活躍できるおもし

ろさを持った子やずば抜けた特技を持っている子がいる

中で、「自分の個性って何だろう？」とか、「どういう部分をア

ピールしていけばファンの人に私の存在を知ってもらえる

んだろう」とか、デビューしたばかりの頃はそんなことばか

り考えていて、ずっと苦しかったです。

年下のメンバーが多かったし、みんなそれぞれ悩みを抱え

ながら頑張っていたから、あまり周りに自分の悩みを打ち明

けることはなかったのですが、デビュー前にホテルの相部

屋で一緒に生活をしていた橋本奈々未ちゃん（2017年に卒

業した元乃木坂46メンバー）は、「そのままで良いんだよ。良

さが伝わるのは時間がかかるかもしれないけれど、そのま

までいたらまいまいは大丈夫だよ」って、ずっと言い続けて

くれていました。最初はななみんの言葉を素直に受け止め

られなかったけれど、メンバーとして活動を続ける中で、

「“個性”は自分が『こうだ』と決めつけるものではなくて、周り

の子が『この子ってこういうところがあるよね』『ああいうとこ

ろが良いよね』と見つけてくれて、初めて気づけるもの。難し

く考えたり、無理してキャラを演じ続けるよりも、普通に楽し

く真剣に取り組んでいれば自分らしさに近づいていけるん

だ」……と次第に分かってきて、「ななみんが言っていたの

はこういうことだったのか」と、気づくことができたんです。

乃木坂46のメンバーとしては5年間活動させていただいた

のですが、アイドルって本当に特殊なお仕事なんですよね。

コンサートで歌ったり踊ったりするだけじゃなくて、バラエ

ティ番組やラジオにも出る子もいれば、ファッション誌の専

属モデルをやる子もいる。本当にいろんなことに挑戦させ

てもらえる場で溢れていました。その中で、私が「すごく楽し

い！」と思えたのが、新曲のMV（ミュージックビデオ）やCD

の特典の個人PV（監督と1対1で撮影するプロモーションビ

デオ）などの映像のお仕事をしている時だったんです。

撮っていただいたものがどんな映像になるのかにいつも

ワクワクしたし、撮影中に色々なスタッフの方々とお話がで

きるのも大好きで、「一緒にひとつの作品を創り上げる」と

いうクリエイティブな世界の一員として自分が関わること

に興味を持ち始めて……。それで、24歳の頃、この先自分

がどうしていきたいか考えた時に、「25歳で乃木坂46を卒

業して、女優を目指そう」と決意しました。

たしかに頑固なところがあるかもしれないです（笑）。何か

大きな決断をする時は、いつも自分の直感に頼っている部

分がありますね。そういえば、ある人から言われて気づい

たのですが、「5の倍数」の年齢の時に、いつも私の人生に

とって大事な何かが起きているんです。15歳の時は芸能の

お仕事に興味を持ってダンススクールに通って、20歳の時

は上京して乃木坂46のメンバーになって、そして25歳で卒

業して女優になり……。30歳になったらどんな風になって

いるんだろうな、とドキドキします！ 今所属している事務所

は、所属したばかりの頃から「これからどんな道に進んでい

きたいか」と一生懸命聞いて、一緒に考えてくださるので、

次の節目に向かって色々なことにチャレンジし続けていき

たいです。

私が演じた加奈は、ある出来事がきっかけで、想像していた

明るい未来がすべて奪われてしまった主人公。同じアルバ

イト先の女の子がいつも近くに寄り添って励ましてくれるけ

れど、その大切な仲間にもたまにきつくあたったりしてしま

うくらいの絶望感を背負っています。撮影では、その出来事

が起こる前と後の加奈を演じ分けたり、セリフを話すシーン

ではなくても表情や仕草で彼女の心の傷やつらさ、そこか

らどうやって前を向いて進んでいくのかを視聴者の方々に

伝えたいな……ということを特に意識していました。

台本を読み込んで、「セリフとセリフの間で彼女は何を考え

ているんだろう……」と想像したりしながら、イメージを膨

らませています。でも、そういうイメージをするための思考

回路というのは、自分の中で考えられること以上のことは

生まれないんですよね。だからこそ、色々な経験をして、感

情の引き出しの数を増やしていきたいと考えています。

映画もそうですが、例えるならば「部活」みたいな感じで

す。ドラマ作りって、一人では絶対できないもので、監督さ

んや照明さん、録音さん、美術さん、ヘアメイクさんやスタ

イリストさん、共演者さんなどなど、たくさんの人が関わっ

ているので、そのチーム感が大好きです。

それぞれが大切な役割を持っているチームの中で、「演者」と

して役をいただいているからには、自分自身もその役割をしっ

かりと果たせるように実力をつけないと、と日々思っています。

はい、好きなんです。周りにカメラ好きが多くて、私よりも

断然詳しい子がいるので、写真の撮り方で分からないこと

があったら教えてもらったりしています。

普段は友達を撮るのが好きです！ スマートフォンで撮るこ

ともよくありますが、チェキやフィルムカメラもよく使って

います。きれいにピントを合わせて写真を撮りたい時や、

旅行に行く時は、オリンパスのデジタルカメラを持って行

きますが、普段使うのは最近はフィルムカメラの方が多い

かも。軽くて持ち歩きやすいんですよ。

撮ってから現像するまで何があるか分からないワクワク感

が面白いです！ 現像した時に「全然ピントが合ってない

じゃん！」ってがっかりするのも、むしろ楽しくて。スマート

フォンだと、色んなアプリやフィルターがあって、すごく良

い感じに撮ったり加工したりもできますが、フィルムカメラ

には他にはない独特の色合いがあるのも好きです。

よっぽど疲れてヘトヘトになっている時以外は、出かけるこ

とが多いです。目的が無くても、仕事が終わったら帰りにぶ

らぶらして帰ったり、あえて電車やバスに乗らずに歩いて

帰ることもあります。インドアそうに見えるかもしれません

が、実は全然そんなことないんですよ（笑）。

そうですね。私はまだ一人で海外旅行に行ったことがあり

ませんが、雄一さんのように気ままに旅ができる人にはす

ごくあこがれます。男性だから気軽に行きやすいというの

もあるかもしれませんが、一人で計画を立てて海外に行け

る人って本当に尊敬します！

良いですね！ スウェーデンやノルウェーにはぜひ一度行っ

てみたいです。あと、今気になっているのがバリ島。最近、

友達がバリに行ったみたいなのですが、物価が安いしカゴ

バッグや雑貨も可愛くて良かった、と勧められたので、今度

パンフレットを手に入れようかなと思っています！ うーん、

行きたいところがありすぎて迷っちゃいますね……（笑）。

先ほどお話したフランスでのエピソードのように、行って

みて初めて気づけること・得られるものがたくさんあるの

が旅の魅力。だからこそ、行けるうちにいろいろ行っておい

た方が絶対に良いよ！ と伝えたいです。

「時代劇に出たい」という目標はあります。旅行でも古都に出

かけるのが好きなのですが、「今の時代にないもの」「自分が

体験できなかったこと」へのあこがれがあって、文化や歴史、

建築物に強く惹かれるので、当時の世界観に自分が入り込ん

だらどうなるかを演じてみたいです。ただ、すぐにでも実現し

たい目標というわけではないんです。今できること一切手を

抜かず、ちゃんと向き合い続けることが、今私のやるべきこ

と。一度お仕事をした監督さんやスタッフの方々から「また一

緒に作品が創りたい」と思っていただけることが、私にとって

幸せです。今を一生懸命進み続けた先に、きっとまた新しい

目標や夢が見えてくるんだろうな……と思っています。

「時間の使い方の違い」に
気づくことができた、パリでのひと時。
Q.

Q.

Q. Q.

Q.
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そうなんです。今、ちょうど女友達と旅行の計画を立ててい

て。彼女とは一緒に何度も旅行に行ったことがあるのです

が、まだ海外には行ったことがないんです。

小学校1年生の頃からずっと仲が良いんですよ。私のこと

を何でも知っていて、私も彼女のことを何でも知っている

というくらいの大親友です！

箱根や京都、北海道……あと、金沢も一緒に行きました。

私、金沢にある21世紀美術館がずっと大好きなんです。美

術系の学校に通っていた高校時代、美術専門誌で「スイミ

ング・プール」という展示作品を見てからずっと憧れてい

て、実際に行って作品を目にした時には感動しました。乃

木坂46にいる時、最後に写真集を出すことになった時も、

「あの作品で撮りたいです！」ってリクエストしたら、見事に

夢が叶って……あの時は嬉しかったですね。

フランスや韓国、台湾に行ったことがあります！ お仕事の

合間に食べたものの中で一番おいしかったのは、台湾の

野菜炒め。どこのお店で食べてもおいしかったなぁ。

そうですね、おいしいものを食べたい！ あとは、もちろん観

光も楽しみたいけれど、計画を立ててあちこち動き回る旅

じゃなくて、何の目的もなくぶらぶらして、たっぷり時間を

使ってのんびり過ごす旅もいつかしてみたいなぁ……と

思っています。

乃木坂46時代、お仕事でフランスに行った時、パリのセー

ヌ川を下る船の中でお食事をする機会があったのですが、

そこから見える川辺の景色がとても印象的でした。まだ日

“個性”は自分が主張するものではなく、
周りが気づかせてくれるもの。

1991年3月29日、静岡県生まれ。「乃木坂46」の初期メンバーとして数多くのヒット作と共

に活動し、同グループを牽引する存在に。「乃木坂の聖母」の愛称で老若男女に親しまれ、

「国民的人気グループ 乃木坂46」の礎を築いた。人気絶頂の中、俳優業に専念するべく

2016年に同グループを卒業。同年、テレビドラマ「プリンセスメゾン」(NHKBS)に出演し、

2017年には北村薫原作の舞台「SKIP」で主演を務め、本格派女優として注目を集める。現

在、ブライダルジュエリーブランド「アイプリモ」の新CMに出演し好評を博している。2018

年2月公開の主演映画「パンとバスと2度目のハツコイ」や2018年4月公演舞台「ふじ子の

恋」は大きな話題を呼んだ。

深川 麻衣

Prof ile
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色んな個性を持ったメンバーがたくさんいる中で、きっと自

分の立ち位置だったり、このグループの中でどう立ち居振る

舞えば良いのか悩んだりしたこともたくさんあったのでは

ないでしょうか……？

「5の倍数」が、私の人生の節目。

作品を生み出すチームの一員として、
役割を全うできるように力をつけたい。

現像するまで何があるか分からない。
ワクワク感を楽しむために、
フィルムカメラを愛用中。

デビュー前から、深川さんの魅力に気づいて、励まし続けて

くれていたんですね……。様々な葛藤を経て、乃木坂46で

自分だけの個性を見つけ、多くのファンを魅了し続けた深

川さん。アイドルを経て、女優としてのキャリアを歩むことに

なったきっかけを教えてください。

舞台やドラマ、映画、朗読劇など、女優として様々な挑戦を

されていますが、2018年の4月から配信がスタートした『恋

を落とす』では、WEBドラマの初主演を果たされましたね。

今回、主人公の「加奈」を演じるにあたって、どんなことを意

識されたのでしょうか。

先ほどの撮影の合間にも、ヘアメイクさんや他のスタッフの

方々と楽しそうにお話されていましたね。「良い現場を一緒

に創りたい！」という想いが伝わってきました。そういえば、

その時に気になったのが、他のスタッフの方々や撮影場所

をカメラで撮影されていましたよね。しかも、フィルムカメラ

で！ 写真がお好きなのですか？

そんな想いの中で、「これが自分の個性だ」「ここが他のメ

ンバーとは違うんだ」と気づけたきっかけは何だったので

しょうか。

―自分の意志で「こうしたい！」と決めたら突き進んでいける

タイプなんですね。

役作りはいつもどのようにされるのでしょうか。

ドラマの制作現場はいかがでしたか？

どんな写真を撮るのが好きですか？

の明るい時間帯に、仕事を終えた人たちが川辺でワインを

飲みながら楽しそうにおしゃべりしている様子を見て、時間

の使い方の違いにカルチャーショックを受けましたし、そう

いう時間の使い方ができるってとても素敵だな、と思いま

した。今まで知らなかった日常を知ることができるのも、旅

先での楽しみなのでしょうね。

わぁー、そうなんですね！ 私がフランスに行った時も、川に

たくさん人がいて、楽器を演奏している人、それを楽しそう

に見つめている人がいて、すごくおしゃれな時間の楽しみ

方だなと感じました。この感動って、きっと行くことによって

得られるものなんですよね。それで価値観が変わったり、

世の中ってすごく広いんだなって感じられたり……自分が

抱えている悩みを解決するヒントも、普段と違う場所から

ヒントを得られることも絶対に多いと思います。

まだまだ知らないことだらけだからこそ、行ける時間があ

ればどんどん色んな場所に行ってみたいという気持ちが強

いかもしれません。この前も、急に数日オフの日ができた

ので、2日前にホテルを自分で探して予約して、お母さんと

お兄ちゃんと3人で旅行に行きました（笑）。

全然しっかり者じゃなかったです（笑）！ 今まではお兄ちゃ

んがいるからか、どちらかというと年上の人と話す時の方

が気楽で、逆に年下の人と話す時はすごく緊張するタイプ

でした。にも関わらず、グループに入ったら私と同い年の子

が1人いる以外はみんな年下で……最初は「私が最年長で

大丈夫かな、やっていけるかな……」と不安でした。でも、

一緒に過ごすうちに、みんなの精神年齢が大人だからそん

なに年齢差を感じないことが分かってきて。はじめの頃は

「みんな年下なんだから、自分がしっかりしなきゃ、引っ

張っていかなきゃ」と考えた時期もありましたが、途中から

は「余計なことは考えなくてもいいや」と吹っ切れられるよ

うになりました。

はい、ものすごく悩んでいました。やっぱり、学校の1クラス

分くらいの女の子がいて、バラエティで活躍できるおもし

ろさを持った子やずば抜けた特技を持っている子がいる

中で、「自分の個性って何だろう？」とか、「どういう部分をア

ピールしていけばファンの人に私の存在を知ってもらえる

んだろう」とか、デビューしたばかりの頃はそんなことばか

り考えていて、ずっと苦しかったです。

年下のメンバーが多かったし、みんなそれぞれ悩みを抱え

ながら頑張っていたから、あまり周りに自分の悩みを打ち明

けることはなかったのですが、デビュー前にホテルの相部

屋で一緒に生活をしていた橋本奈々未ちゃん（2017年に卒

業した元乃木坂46メンバー）は、「そのままで良いんだよ。良

さが伝わるのは時間がかかるかもしれないけれど、そのま

までいたらまいまいは大丈夫だよ」って、ずっと言い続けて

くれていました。最初はななみんの言葉を素直に受け止め

られなかったけれど、メンバーとして活動を続ける中で、

「“個性”は自分が『こうだ』と決めつけるものではなくて、周り

の子が『この子ってこういうところがあるよね』『ああいうとこ

ろが良いよね』と見つけてくれて、初めて気づけるもの。難し

く考えたり、無理してキャラを演じ続けるよりも、普通に楽し

く真剣に取り組んでいれば自分らしさに近づいていけるん

だ」……と次第に分かってきて、「ななみんが言っていたの

はこういうことだったのか」と、気づくことができたんです。

乃木坂46のメンバーとしては5年間活動させていただいた

のですが、アイドルって本当に特殊なお仕事なんですよね。

コンサートで歌ったり踊ったりするだけじゃなくて、バラエ

ティ番組やラジオにも出る子もいれば、ファッション誌の専

属モデルをやる子もいる。本当にいろんなことに挑戦させ

てもらえる場で溢れていました。その中で、私が「すごく楽し

い！」と思えたのが、新曲のMV（ミュージックビデオ）やCD

の特典の個人PV（監督と1対1で撮影するプロモーションビ

デオ）などの映像のお仕事をしている時だったんです。

撮っていただいたものがどんな映像になるのかにいつも

ワクワクしたし、撮影中に色々なスタッフの方々とお話がで

きるのも大好きで、「一緒にひとつの作品を創り上げる」と

いうクリエイティブな世界の一員として自分が関わること

に興味を持ち始めて……。それで、24歳の頃、この先自分

がどうしていきたいか考えた時に、「25歳で乃木坂46を卒

業して、女優を目指そう」と決意しました。

たしかに頑固なところがあるかもしれないです（笑）。何か

大きな決断をする時は、いつも自分の直感に頼っている部

分がありますね。そういえば、ある人から言われて気づい

たのですが、「5の倍数」の年齢の時に、いつも私の人生に

とって大事な何かが起きているんです。15歳の時は芸能の

お仕事に興味を持ってダンススクールに通って、20歳の時

は上京して乃木坂46のメンバーになって、そして25歳で卒

業して女優になり……。30歳になったらどんな風になって

いるんだろうな、とドキドキします！ 今所属している事務所

は、所属したばかりの頃から「これからどんな道に進んでい

きたいか」と一生懸命聞いて、一緒に考えてくださるので、

次の節目に向かって色々なことにチャレンジし続けていき

たいです。

私が演じた加奈は、ある出来事がきっかけで、想像していた

明るい未来がすべて奪われてしまった主人公。同じアルバ

イト先の女の子がいつも近くに寄り添って励ましてくれるけ

れど、その大切な仲間にもたまにきつくあたったりしてしま

うくらいの絶望感を背負っています。撮影では、その出来事

が起こる前と後の加奈を演じ分けたり、セリフを話すシーン

ではなくても表情や仕草で彼女の心の傷やつらさ、そこか

らどうやって前を向いて進んでいくのかを視聴者の方々に

伝えたいな……ということを特に意識していました。

台本を読み込んで、「セリフとセリフの間で彼女は何を考え

ているんだろう……」と想像したりしながら、イメージを膨

らませています。でも、そういうイメージをするための思考

回路というのは、自分の中で考えられること以上のことは

生まれないんですよね。だからこそ、色々な経験をして、感

情の引き出しの数を増やしていきたいと考えています。

映画もそうですが、例えるならば「部活」みたいな感じで

す。ドラマ作りって、一人では絶対できないもので、監督さ

んや照明さん、録音さん、美術さん、ヘアメイクさんやスタ

イリストさん、共演者さんなどなど、たくさんの人が関わっ

ているので、そのチーム感が大好きです。

それぞれが大切な役割を持っているチームの中で、「演者」と

して役をいただいているからには、自分自身もその役割をしっ

かりと果たせるように実力をつけないと、と日々思っています。

はい、好きなんです。周りにカメラ好きが多くて、私よりも

断然詳しい子がいるので、写真の撮り方で分からないこと

があったら教えてもらったりしています。

普段は友達を撮るのが好きです！ スマートフォンで撮るこ

ともよくありますが、チェキやフィルムカメラもよく使って

います。きれいにピントを合わせて写真を撮りたい時や、

旅行に行く時は、オリンパスのデジタルカメラを持って行

きますが、普段使うのは最近はフィルムカメラの方が多い

かも。軽くて持ち歩きやすいんですよ。

撮ってから現像するまで何があるか分からないワクワク感

が面白いです！ 現像した時に「全然ピントが合ってない

じゃん！」ってがっかりするのも、むしろ楽しくて。スマート

フォンだと、色んなアプリやフィルターがあって、すごく良

い感じに撮ったり加工したりもできますが、フィルムカメラ

には他にはない独特の色合いがあるのも好きです。

よっぽど疲れてヘトヘトになっている時以外は、出かけるこ

とが多いです。目的が無くても、仕事が終わったら帰りにぶ

らぶらして帰ったり、あえて電車やバスに乗らずに歩いて

帰ることもあります。インドアそうに見えるかもしれません

が、実は全然そんなことないんですよ（笑）。

そうですね。私はまだ一人で海外旅行に行ったことがあり

ませんが、雄一さんのように気ままに旅ができる人にはす

ごくあこがれます。男性だから気軽に行きやすいというの

もあるかもしれませんが、一人で計画を立てて海外に行け

る人って本当に尊敬します！

良いですね！ スウェーデンやノルウェーにはぜひ一度行っ

てみたいです。あと、今気になっているのがバリ島。最近、

友達がバリに行ったみたいなのですが、物価が安いしカゴ

バッグや雑貨も可愛くて良かった、と勧められたので、今度

パンフレットを手に入れようかなと思っています！ うーん、

行きたいところがありすぎて迷っちゃいますね……（笑）。

先ほどお話したフランスでのエピソードのように、行って

みて初めて気づけること・得られるものがたくさんあるの

が旅の魅力。だからこそ、行けるうちにいろいろ行っておい

た方が絶対に良いよ！ と伝えたいです。

「時代劇に出たい」という目標はあります。旅行でも古都に出

かけるのが好きなのですが、「今の時代にないもの」「自分が

体験できなかったこと」へのあこがれがあって、文化や歴史、

建築物に強く惹かれるので、当時の世界観に自分が入り込ん

だらどうなるかを演じてみたいです。ただ、すぐにでも実現し

たい目標というわけではないんです。今できること一切手を

抜かず、ちゃんと向き合い続けることが、今私のやるべきこ

と。一度お仕事をした監督さんやスタッフの方々から「また一

緒に作品が創りたい」と思っていただけることが、私にとって

幸せです。今を一生懸命進み続けた先に、きっとまた新しい

目標や夢が見えてくるんだろうな……と思っています。

Q.

Q.

Q.

Q.

Q.

Q.

Q.
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そうなんです。今、ちょうど女友達と旅行の計画を立ててい

て。彼女とは一緒に何度も旅行に行ったことがあるのです

が、まだ海外には行ったことがないんです。

小学校1年生の頃からずっと仲が良いんですよ。私のこと

を何でも知っていて、私も彼女のことを何でも知っている

というくらいの大親友です！

箱根や京都、北海道……あと、金沢も一緒に行きました。

私、金沢にある21世紀美術館がずっと大好きなんです。美

術系の学校に通っていた高校時代、美術専門誌で「スイミ

ング・プール」という展示作品を見てからずっと憧れてい

て、実際に行って作品を目にした時には感動しました。乃

木坂46にいる時、最後に写真集を出すことになった時も、

「あの作品で撮りたいです！」ってリクエストしたら、見事に

夢が叶って……あの時は嬉しかったですね。

フランスや韓国、台湾に行ったことがあります！ お仕事の

合間に食べたものの中で一番おいしかったのは、台湾の

野菜炒め。どこのお店で食べてもおいしかったなぁ。

そうですね、おいしいものを食べたい！ あとは、もちろん観

光も楽しみたいけれど、計画を立ててあちこち動き回る旅

じゃなくて、何の目的もなくぶらぶらして、たっぷり時間を

使ってのんびり過ごす旅もいつかしてみたいなぁ……と

思っています。

乃木坂46時代、お仕事でフランスに行った時、パリのセー

ヌ川を下る船の中でお食事をする機会があったのですが、

そこから見える川辺の景色がとても印象的でした。まだ日

“個性”は自分が主張するものではなく、
周りが気づかせてくれるもの。

1991年3月29日、静岡県生まれ。「乃木坂46」の初期メンバーとして数多くのヒット作と共

に活動し、同グループを牽引する存在に。「乃木坂の聖母」の愛称で老若男女に親しまれ、

「国民的人気グループ 乃木坂46」の礎を築いた。人気絶頂の中、俳優業に専念するべく

2016年に同グループを卒業。同年、テレビドラマ「プリンセスメゾン」(NHKBS)に出演し、

2017年には北村薫原作の舞台「SKIP」で主演を務め、本格派女優として注目を集める。現

在、ブライダルジュエリーブランド「アイプリモ」の新CMに出演し好評を博している。2018

年2月公開の主演映画「パンとバスと2度目のハツコイ」や2018年4月公演舞台「ふじ子の

恋」は大きな話題を呼んだ。

深川 麻衣

Prof ile
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色んな個性を持ったメンバーがたくさんいる中で、きっと自

分の立ち位置だったり、このグループの中でどう立ち居振る

舞えば良いのか悩んだりしたこともたくさんあったのでは

ないでしょうか……？

「5の倍数」が、私の人生の節目。

作品を生み出すチームの一員として、
役割を全うできるように力をつけたい。

現像するまで何があるか分からない。
ワクワク感を楽しむために、
フィルムカメラを愛用中。

デビュー前から、深川さんの魅力に気づいて、励まし続けて

くれていたんですね……。様々な葛藤を経て、乃木坂46で

自分だけの個性を見つけ、多くのファンを魅了し続けた深

川さん。アイドルを経て、女優としてのキャリアを歩むことに

なったきっかけを教えてください。

舞台やドラマ、映画、朗読劇など、女優として様々な挑戦を

されていますが、2018年の4月から配信がスタートした『恋

を落とす』では、WEBドラマの初主演を果たされましたね。

今回、主人公の「加奈」を演じるにあたって、どんなことを意

識されたのでしょうか。

先ほどの撮影の合間にも、ヘアメイクさんや他のスタッフの

方々と楽しそうにお話されていましたね。「良い現場を一緒

に創りたい！」という想いが伝わってきました。そういえば、

その時に気になったのが、他のスタッフの方々や撮影場所

をカメラで撮影されていましたよね。しかも、フィルムカメラ

で！ 写真がお好きなのですか？

そんな想いの中で、「これが自分の個性だ」「ここが他のメ

ンバーとは違うんだ」と気づけたきっかけは何だったので

しょうか。

―自分の意志で「こうしたい！」と決めたら突き進んでいける

タイプなんですね。

役作りはいつもどのようにされるのでしょうか。

ドラマの制作現場はいかがでしたか？

どんな写真を撮るのが好きですか？

の明るい時間帯に、仕事を終えた人たちが川辺でワインを

飲みながら楽しそうにおしゃべりしている様子を見て、時間

の使い方の違いにカルチャーショックを受けましたし、そう

いう時間の使い方ができるってとても素敵だな、と思いま

した。今まで知らなかった日常を知ることができるのも、旅

先での楽しみなのでしょうね。

わぁー、そうなんですね！ 私がフランスに行った時も、川に

たくさん人がいて、楽器を演奏している人、それを楽しそう

に見つめている人がいて、すごくおしゃれな時間の楽しみ

方だなと感じました。この感動って、きっと行くことによって

得られるものなんですよね。それで価値観が変わったり、

世の中ってすごく広いんだなって感じられたり……自分が

抱えている悩みを解決するヒントも、普段と違う場所から

ヒントを得られることも絶対に多いと思います。

まだまだ知らないことだらけだからこそ、行ける時間があ

ればどんどん色んな場所に行ってみたいという気持ちが強

いかもしれません。この前も、急に数日オフの日ができた

ので、2日前にホテルを自分で探して予約して、お母さんと

お兄ちゃんと3人で旅行に行きました（笑）。

全然しっかり者じゃなかったです（笑）！ 今まではお兄ちゃ

んがいるからか、どちらかというと年上の人と話す時の方

が気楽で、逆に年下の人と話す時はすごく緊張するタイプ

でした。にも関わらず、グループに入ったら私と同い年の子

が1人いる以外はみんな年下で……最初は「私が最年長で

大丈夫かな、やっていけるかな……」と不安でした。でも、

一緒に過ごすうちに、みんなの精神年齢が大人だからそん

なに年齢差を感じないことが分かってきて。はじめの頃は

「みんな年下なんだから、自分がしっかりしなきゃ、引っ

張っていかなきゃ」と考えた時期もありましたが、途中から

は「余計なことは考えなくてもいいや」と吹っ切れられるよ

うになりました。

はい、ものすごく悩んでいました。やっぱり、学校の1クラス

分くらいの女の子がいて、バラエティで活躍できるおもし

ろさを持った子やずば抜けた特技を持っている子がいる

中で、「自分の個性って何だろう？」とか、「どういう部分をア

ピールしていけばファンの人に私の存在を知ってもらえる

んだろう」とか、デビューしたばかりの頃はそんなことばか

り考えていて、ずっと苦しかったです。

年下のメンバーが多かったし、みんなそれぞれ悩みを抱え

ながら頑張っていたから、あまり周りに自分の悩みを打ち明

けることはなかったのですが、デビュー前にホテルの相部

屋で一緒に生活をしていた橋本奈々未ちゃん（2017年に卒

業した元乃木坂46メンバー）は、「そのままで良いんだよ。良

さが伝わるのは時間がかかるかもしれないけれど、そのま

までいたらまいまいは大丈夫だよ」って、ずっと言い続けて

くれていました。最初はななみんの言葉を素直に受け止め

られなかったけれど、メンバーとして活動を続ける中で、

「“個性”は自分が『こうだ』と決めつけるものではなくて、周り

の子が『この子ってこういうところがあるよね』『ああいうとこ

ろが良いよね』と見つけてくれて、初めて気づけるもの。難し

く考えたり、無理してキャラを演じ続けるよりも、普通に楽し

く真剣に取り組んでいれば自分らしさに近づいていけるん

だ」……と次第に分かってきて、「ななみんが言っていたの

はこういうことだったのか」と、気づくことができたんです。

乃木坂46のメンバーとしては5年間活動させていただいた

のですが、アイドルって本当に特殊なお仕事なんですよね。

コンサートで歌ったり踊ったりするだけじゃなくて、バラエ

ティ番組やラジオにも出る子もいれば、ファッション誌の専

属モデルをやる子もいる。本当にいろんなことに挑戦させ

てもらえる場で溢れていました。その中で、私が「すごく楽し

い！」と思えたのが、新曲のMV（ミュージックビデオ）やCD

の特典の個人PV（監督と1対1で撮影するプロモーションビ

デオ）などの映像のお仕事をしている時だったんです。

撮っていただいたものがどんな映像になるのかにいつも

ワクワクしたし、撮影中に色々なスタッフの方々とお話がで

きるのも大好きで、「一緒にひとつの作品を創り上げる」と

いうクリエイティブな世界の一員として自分が関わること

に興味を持ち始めて……。それで、24歳の頃、この先自分

がどうしていきたいか考えた時に、「25歳で乃木坂46を卒

業して、女優を目指そう」と決意しました。

たしかに頑固なところがあるかもしれないです（笑）。何か

大きな決断をする時は、いつも自分の直感に頼っている部

分がありますね。そういえば、ある人から言われて気づい

たのですが、「5の倍数」の年齢の時に、いつも私の人生に

とって大事な何かが起きているんです。15歳の時は芸能の

お仕事に興味を持ってダンススクールに通って、20歳の時

は上京して乃木坂46のメンバーになって、そして25歳で卒

業して女優になり……。30歳になったらどんな風になって

いるんだろうな、とドキドキします！ 今所属している事務所

は、所属したばかりの頃から「これからどんな道に進んでい

きたいか」と一生懸命聞いて、一緒に考えてくださるので、

次の節目に向かって色々なことにチャレンジし続けていき

たいです。

私が演じた加奈は、ある出来事がきっかけで、想像していた

明るい未来がすべて奪われてしまった主人公。同じアルバ

イト先の女の子がいつも近くに寄り添って励ましてくれるけ

れど、その大切な仲間にもたまにきつくあたったりしてしま

うくらいの絶望感を背負っています。撮影では、その出来事

が起こる前と後の加奈を演じ分けたり、セリフを話すシーン

ではなくても表情や仕草で彼女の心の傷やつらさ、そこか

らどうやって前を向いて進んでいくのかを視聴者の方々に

伝えたいな……ということを特に意識していました。

台本を読み込んで、「セリフとセリフの間で彼女は何を考え

ているんだろう……」と想像したりしながら、イメージを膨

らませています。でも、そういうイメージをするための思考

回路というのは、自分の中で考えられること以上のことは

生まれないんですよね。だからこそ、色々な経験をして、感

情の引き出しの数を増やしていきたいと考えています。

映画もそうですが、例えるならば「部活」みたいな感じで

す。ドラマ作りって、一人では絶対できないもので、監督さ

んや照明さん、録音さん、美術さん、ヘアメイクさんやスタ

イリストさん、共演者さんなどなど、たくさんの人が関わっ

ているので、そのチーム感が大好きです。

それぞれが大切な役割を持っているチームの中で、「演者」と

して役をいただいているからには、自分自身もその役割をしっ

かりと果たせるように実力をつけないと、と日々思っています。

はい、好きなんです。周りにカメラ好きが多くて、私よりも

断然詳しい子がいるので、写真の撮り方で分からないこと

があったら教えてもらったりしています。

普段は友達を撮るのが好きです！ スマートフォンで撮るこ

ともよくありますが、チェキやフィルムカメラもよく使って

います。きれいにピントを合わせて写真を撮りたい時や、

旅行に行く時は、オリンパスのデジタルカメラを持って行

きますが、普段使うのは最近はフィルムカメラの方が多い

かも。軽くて持ち歩きやすいんですよ。

撮ってから現像するまで何があるか分からないワクワク感

が面白いです！ 現像した時に「全然ピントが合ってない

じゃん！」ってがっかりするのも、むしろ楽しくて。スマート

フォンだと、色んなアプリやフィルターがあって、すごく良

い感じに撮ったり加工したりもできますが、フィルムカメラ

には他にはない独特の色合いがあるのも好きです。

よっぽど疲れてヘトヘトになっている時以外は、出かけるこ

とが多いです。目的が無くても、仕事が終わったら帰りにぶ

らぶらして帰ったり、あえて電車やバスに乗らずに歩いて

帰ることもあります。インドアそうに見えるかもしれません

が、実は全然そんなことないんですよ（笑）。

そうですね。私はまだ一人で海外旅行に行ったことがあり

ませんが、雄一さんのように気ままに旅ができる人にはす

ごくあこがれます。男性だから気軽に行きやすいというの

もあるかもしれませんが、一人で計画を立てて海外に行け

る人って本当に尊敬します！

良いですね！ スウェーデンやノルウェーにはぜひ一度行っ

てみたいです。あと、今気になっているのがバリ島。最近、

友達がバリに行ったみたいなのですが、物価が安いしカゴ

バッグや雑貨も可愛くて良かった、と勧められたので、今度

パンフレットを手に入れようかなと思っています！ うーん、

行きたいところがありすぎて迷っちゃいますね……（笑）。

先ほどお話したフランスでのエピソードのように、行って

みて初めて気づけること・得られるものがたくさんあるの

が旅の魅力。だからこそ、行けるうちにいろいろ行っておい

た方が絶対に良いよ！ と伝えたいです。

「時代劇に出たい」という目標はあります。旅行でも古都に出

かけるのが好きなのですが、「今の時代にないもの」「自分が

体験できなかったこと」へのあこがれがあって、文化や歴史、

建築物に強く惹かれるので、当時の世界観に自分が入り込ん

だらどうなるかを演じてみたいです。ただ、すぐにでも実現し

たい目標というわけではないんです。今できること一切手を

抜かず、ちゃんと向き合い続けることが、今私のやるべきこ

と。一度お仕事をした監督さんやスタッフの方々から「また一

緒に作品が創りたい」と思っていただけることが、私にとって

幸せです。今を一生懸命進み続けた先に、きっとまた新しい

目標や夢が見えてくるんだろうな……と思っています。
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そうなんです。今、ちょうど女友達と旅行の計画を立ててい

て。彼女とは一緒に何度も旅行に行ったことがあるのです

が、まだ海外には行ったことがないんです。

小学校1年生の頃からずっと仲が良いんですよ。私のこと

を何でも知っていて、私も彼女のことを何でも知っている

というくらいの大親友です！

箱根や京都、北海道……あと、金沢も一緒に行きました。

私、金沢にある21世紀美術館がずっと大好きなんです。美

術系の学校に通っていた高校時代、美術専門誌で「スイミ

ング・プール」という展示作品を見てからずっと憧れてい

て、実際に行って作品を目にした時には感動しました。乃

木坂46にいる時、最後に写真集を出すことになった時も、

「あの作品で撮りたいです！」ってリクエストしたら、見事に

夢が叶って……あの時は嬉しかったですね。

フランスや韓国、台湾に行ったことがあります！ お仕事の

合間に食べたものの中で一番おいしかったのは、台湾の

野菜炒め。どこのお店で食べてもおいしかったなぁ。

そうですね、おいしいものを食べたい！ あとは、もちろん観

光も楽しみたいけれど、計画を立ててあちこち動き回る旅

じゃなくて、何の目的もなくぶらぶらして、たっぷり時間を

使ってのんびり過ごす旅もいつかしてみたいなぁ……と

思っています。

乃木坂46時代、お仕事でフランスに行った時、パリのセー

ヌ川を下る船の中でお食事をする機会があったのですが、

そこから見える川辺の景色がとても印象的でした。まだ日
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今に一生懸命向き合った先に、
次の夢や目標があると信じて。

最近、若い子達の間でもフィルムカメラ人気が再燃してい

るみたいですね。フィルムカメラならではの良さについて教

えてください！

WEBドラマ『恋を落とす』で深川さんが演じた加奈の憧れ

の人・雄一は、海外での放浪一人旅をしている男性で、世

界のあちこちで写真や動画を撮って回っている人物ですよ

ね。深川さんも、海外を一人で旅してみたいという想いはあ

りますか？

今回初めてお話させていただいて、深川さんの旅好きっぷ

りがとても伝わってきました！ もしも旅の楽しさを誰かに伝

えるとしたら、どうやって伝えたいですか？

お仕事でもプライベートでも色んな可能性が広がってい

―インタビューの冒頭で海外での女性2人旅を計画されている

とおっしゃっていましたが、二人で安全に……というのを考

えると、北欧でオーロラ観賞をするというのも素敵ですね。

カメラが好きということは、普段からあちこち出かけること

も多いのでしょうか？

スタイリスト：カミモトリサ

　　　　　　 （ニュートラルマネジメント）

ヘアメイク：朝日智仁

フォト：小林潤次
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飲みながら楽しそうにおしゃべりしている様子を見て、時間

の使い方の違いにカルチャーショックを受けましたし、そう

いう時間の使い方ができるってとても素敵だな、と思いま

した。今まで知らなかった日常を知ることができるのも、旅

先での楽しみなのでしょうね。

わぁー、そうなんですね！ 私がフランスに行った時も、川に

たくさん人がいて、楽器を演奏している人、それを楽しそう

に見つめている人がいて、すごくおしゃれな時間の楽しみ

方だなと感じました。この感動って、きっと行くことによって

得られるものなんですよね。それで価値観が変わったり、

世の中ってすごく広いんだなって感じられたり……自分が

抱えている悩みを解決するヒントも、普段と違う場所から

ヒントを得られることも絶対に多いと思います。

まだまだ知らないことだらけだからこそ、行ける時間があ

ればどんどん色んな場所に行ってみたいという気持ちが強

いかもしれません。この前も、急に数日オフの日ができた

ので、2日前にホテルを自分で探して予約して、お母さんと

お兄ちゃんと3人で旅行に行きました（笑）。

全然しっかり者じゃなかったです（笑）！ 今まではお兄ちゃ

んがいるからか、どちらかというと年上の人と話す時の方

が気楽で、逆に年下の人と話す時はすごく緊張するタイプ

でした。にも関わらず、グループに入ったら私と同い年の子

が1人いる以外はみんな年下で……最初は「私が最年長で

大丈夫かな、やっていけるかな……」と不安でした。でも、

一緒に過ごすうちに、みんなの精神年齢が大人だからそん

なに年齢差を感じないことが分かってきて。はじめの頃は

「みんな年下なんだから、自分がしっかりしなきゃ、引っ

張っていかなきゃ」と考えた時期もありましたが、途中から

は「余計なことは考えなくてもいいや」と吹っ切れられるよ

うになりました。

はい、ものすごく悩んでいました。やっぱり、学校の1クラス

分くらいの女の子がいて、バラエティで活躍できるおもし

ろさを持った子やずば抜けた特技を持っている子がいる

中で、「自分の個性って何だろう？」とか、「どういう部分をア

ピールしていけばファンの人に私の存在を知ってもらえる

んだろう」とか、デビューしたばかりの頃はそんなことばか

り考えていて、ずっと苦しかったです。

年下のメンバーが多かったし、みんなそれぞれ悩みを抱え

ながら頑張っていたから、あまり周りに自分の悩みを打ち明

けることはなかったのですが、デビュー前にホテルの相部

屋で一緒に生活をしていた橋本奈々未ちゃん（2017年に卒

業した元乃木坂46メンバー）は、「そのままで良いんだよ。良

さが伝わるのは時間がかかるかもしれないけれど、そのま

までいたらまいまいは大丈夫だよ」って、ずっと言い続けて

くれていました。最初はななみんの言葉を素直に受け止め

られなかったけれど、メンバーとして活動を続ける中で、

「“個性”は自分が『こうだ』と決めつけるものではなくて、周り

の子が『この子ってこういうところがあるよね』『ああいうとこ

ろが良いよね』と見つけてくれて、初めて気づけるもの。難し

く考えたり、無理してキャラを演じ続けるよりも、普通に楽し

く真剣に取り組んでいれば自分らしさに近づいていけるん

だ」……と次第に分かってきて、「ななみんが言っていたの

はこういうことだったのか」と、気づくことができたんです。

乃木坂46のメンバーとしては5年間活動させていただいた

のですが、アイドルって本当に特殊なお仕事なんですよね。

コンサートで歌ったり踊ったりするだけじゃなくて、バラエ

ティ番組やラジオにも出る子もいれば、ファッション誌の専

属モデルをやる子もいる。本当にいろんなことに挑戦させ

てもらえる場で溢れていました。その中で、私が「すごく楽し

い！」と思えたのが、新曲のMV（ミュージックビデオ）やCD

の特典の個人PV（監督と1対1で撮影するプロモーションビ

デオ）などの映像のお仕事をしている時だったんです。

撮っていただいたものがどんな映像になるのかにいつも

ワクワクしたし、撮影中に色々なスタッフの方々とお話がで

きるのも大好きで、「一緒にひとつの作品を創り上げる」と

いうクリエイティブな世界の一員として自分が関わること

に興味を持ち始めて……。それで、24歳の頃、この先自分

がどうしていきたいか考えた時に、「25歳で乃木坂46を卒

業して、女優を目指そう」と決意しました。

たしかに頑固なところがあるかもしれないです（笑）。何か

大きな決断をする時は、いつも自分の直感に頼っている部

分がありますね。そういえば、ある人から言われて気づい

たのですが、「5の倍数」の年齢の時に、いつも私の人生に

とって大事な何かが起きているんです。15歳の時は芸能の

お仕事に興味を持ってダンススクールに通って、20歳の時

は上京して乃木坂46のメンバーになって、そして25歳で卒

業して女優になり……。30歳になったらどんな風になって

いるんだろうな、とドキドキします！ 今所属している事務所

は、所属したばかりの頃から「これからどんな道に進んでい

きたいか」と一生懸命聞いて、一緒に考えてくださるので、

次の節目に向かって色々なことにチャレンジし続けていき

たいです。

私が演じた加奈は、ある出来事がきっかけで、想像していた

明るい未来がすべて奪われてしまった主人公。同じアルバ

イト先の女の子がいつも近くに寄り添って励ましてくれるけ

れど、その大切な仲間にもたまにきつくあたったりしてしま

うくらいの絶望感を背負っています。撮影では、その出来事

が起こる前と後の加奈を演じ分けたり、セリフを話すシーン

ではなくても表情や仕草で彼女の心の傷やつらさ、そこか

らどうやって前を向いて進んでいくのかを視聴者の方々に

伝えたいな……ということを特に意識していました。

台本を読み込んで、「セリフとセリフの間で彼女は何を考え

ているんだろう……」と想像したりしながら、イメージを膨

らませています。でも、そういうイメージをするための思考

回路というのは、自分の中で考えられること以上のことは

生まれないんですよね。だからこそ、色々な経験をして、感

情の引き出しの数を増やしていきたいと考えています。

映画もそうですが、例えるならば「部活」みたいな感じで

す。ドラマ作りって、一人では絶対できないもので、監督さ

んや照明さん、録音さん、美術さん、ヘアメイクさんやスタ

イリストさん、共演者さんなどなど、たくさんの人が関わっ

ているので、そのチーム感が大好きです。

それぞれが大切な役割を持っているチームの中で、「演者」と

して役をいただいているからには、自分自身もその役割をしっ

かりと果たせるように実力をつけないと、と日々思っています。

はい、好きなんです。周りにカメラ好きが多くて、私よりも

断然詳しい子がいるので、写真の撮り方で分からないこと

があったら教えてもらったりしています。

普段は友達を撮るのが好きです！ スマートフォンで撮るこ

ともよくありますが、チェキやフィルムカメラもよく使って

います。きれいにピントを合わせて写真を撮りたい時や、

旅行に行く時は、オリンパスのデジタルカメラを持って行

きますが、普段使うのは最近はフィルムカメラの方が多い

かも。軽くて持ち歩きやすいんですよ。

撮ってから現像するまで何があるか分からないワクワク感

が面白いです！ 現像した時に「全然ピントが合ってない

じゃん！」ってがっかりするのも、むしろ楽しくて。スマート

フォンだと、色んなアプリやフィルターがあって、すごく良

い感じに撮ったり加工したりもできますが、フィルムカメラ

には他にはない独特の色合いがあるのも好きです。

よっぽど疲れてヘトヘトになっている時以外は、出かけるこ

とが多いです。目的が無くても、仕事が終わったら帰りにぶ

らぶらして帰ったり、あえて電車やバスに乗らずに歩いて

帰ることもあります。インドアそうに見えるかもしれません

が、実は全然そんなことないんですよ（笑）。

そうですね。私はまだ一人で海外旅行に行ったことがあり

ませんが、雄一さんのように気ままに旅ができる人にはす

ごくあこがれます。男性だから気軽に行きやすいというの

もあるかもしれませんが、一人で計画を立てて海外に行け

る人って本当に尊敬します！

良いですね！ スウェーデンやノルウェーにはぜひ一度行っ

てみたいです。あと、今気になっているのがバリ島。最近、

友達がバリに行ったみたいなのですが、物価が安いしカゴ

バッグや雑貨も可愛くて良かった、と勧められたので、今度

パンフレットを手に入れようかなと思っています！ うーん、

行きたいところがありすぎて迷っちゃいますね……（笑）。

先ほどお話したフランスでのエピソードのように、行って

みて初めて気づけること・得られるものがたくさんあるの

が旅の魅力。だからこそ、行けるうちにいろいろ行っておい

た方が絶対に良いよ！ と伝えたいです。

「時代劇に出たい」という目標はあります。旅行でも古都に出

かけるのが好きなのですが、「今の時代にないもの」「自分が

体験できなかったこと」へのあこがれがあって、文化や歴史、

建築物に強く惹かれるので、当時の世界観に自分が入り込ん

だらどうなるかを演じてみたいです。ただ、すぐにでも実現し

たい目標というわけではないんです。今できること一切手を

抜かず、ちゃんと向き合い続けることが、今私のやるべきこ

と。一度お仕事をした監督さんやスタッフの方々から「また一

緒に作品が創りたい」と思っていただけることが、私にとって

幸せです。今を一生懸命進み続けた先に、きっとまた新しい

目標や夢が見えてくるんだろうな……と思っています。

て、なんだか深川さんがすごくまぶしく感じます（笑）。最後

に、次の節目の30歳までに、「こんな女優さんになっていた

い」「こんな役柄を演じてみたい」という目標がもしあれば

お聞かせください！
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そうなんです。今、ちょうど女友達と旅行の計画を立ててい

て。彼女とは一緒に何度も旅行に行ったことがあるのです

が、まだ海外には行ったことがないんです。

小学校1年生の頃からずっと仲が良いんですよ。私のこと

を何でも知っていて、私も彼女のことを何でも知っている

というくらいの大親友です！

箱根や京都、北海道……あと、金沢も一緒に行きました。

私、金沢にある21世紀美術館がずっと大好きなんです。美

術系の学校に通っていた高校時代、美術専門誌で「スイミ

ング・プール」という展示作品を見てからずっと憧れてい

て、実際に行って作品を目にした時には感動しました。乃

木坂46にいる時、最後に写真集を出すことになった時も、

「あの作品で撮りたいです！」ってリクエストしたら、見事に

夢が叶って……あの時は嬉しかったですね。

フランスや韓国、台湾に行ったことがあります！ お仕事の

合間に食べたものの中で一番おいしかったのは、台湾の

野菜炒め。どこのお店で食べてもおいしかったなぁ。

そうですね、おいしいものを食べたい！ あとは、もちろん観

光も楽しみたいけれど、計画を立ててあちこち動き回る旅

じゃなくて、何の目的もなくぶらぶらして、たっぷり時間を

使ってのんびり過ごす旅もいつかしてみたいなぁ……と

思っています。

乃木坂46時代、お仕事でフランスに行った時、パリのセー

ヌ川を下る船の中でお食事をする機会があったのですが、

そこから見える川辺の景色がとても印象的でした。まだ日

Hostelling Magazine  Interview vol.013

今に一生懸命向き合った先に、
次の夢や目標があると信じて。

最近、若い子達の間でもフィルムカメラ人気が再燃してい

るみたいですね。フィルムカメラならではの良さについて教

えてください！

WEBドラマ『恋を落とす』で深川さんが演じた加奈の憧れ

の人・雄一は、海外での放浪一人旅をしている男性で、世

界のあちこちで写真や動画を撮って回っている人物ですよ

ね。深川さんも、海外を一人で旅してみたいという想いはあ

りますか？

今回初めてお話させていただいて、深川さんの旅好きっぷ

りがとても伝わってきました！ もしも旅の楽しさを誰かに伝

えるとしたら、どうやって伝えたいですか？

お仕事でもプライベートでも色んな可能性が広がってい

―インタビューの冒頭で海外での女性2人旅を計画されている

とおっしゃっていましたが、二人で安全に……というのを考

えると、北欧でオーロラ観賞をするというのも素敵ですね。

カメラが好きということは、普段からあちこち出かけること

も多いのでしょうか？

スタイリスト：カミモトリサ

　　　　　　 （ニュートラルマネジメント）

ヘアメイク：朝日智仁

フォト：小林潤次

の明るい時間帯に、仕事を終えた人たちが川辺でワインを

飲みながら楽しそうにおしゃべりしている様子を見て、時間

の使い方の違いにカルチャーショックを受けましたし、そう

いう時間の使い方ができるってとても素敵だな、と思いま

した。今まで知らなかった日常を知ることができるのも、旅

先での楽しみなのでしょうね。

わぁー、そうなんですね！ 私がフランスに行った時も、川に

たくさん人がいて、楽器を演奏している人、それを楽しそう

に見つめている人がいて、すごくおしゃれな時間の楽しみ

方だなと感じました。この感動って、きっと行くことによって

得られるものなんですよね。それで価値観が変わったり、

世の中ってすごく広いんだなって感じられたり……自分が

抱えている悩みを解決するヒントも、普段と違う場所から

ヒントを得られることも絶対に多いと思います。

まだまだ知らないことだらけだからこそ、行ける時間があ

ればどんどん色んな場所に行ってみたいという気持ちが強

いかもしれません。この前も、急に数日オフの日ができた

ので、2日前にホテルを自分で探して予約して、お母さんと

お兄ちゃんと3人で旅行に行きました（笑）。

全然しっかり者じゃなかったです（笑）！ 今まではお兄ちゃ

んがいるからか、どちらかというと年上の人と話す時の方

が気楽で、逆に年下の人と話す時はすごく緊張するタイプ

でした。にも関わらず、グループに入ったら私と同い年の子

が1人いる以外はみんな年下で……最初は「私が最年長で

大丈夫かな、やっていけるかな……」と不安でした。でも、

一緒に過ごすうちに、みんなの精神年齢が大人だからそん

なに年齢差を感じないことが分かってきて。はじめの頃は

「みんな年下なんだから、自分がしっかりしなきゃ、引っ

張っていかなきゃ」と考えた時期もありましたが、途中から

は「余計なことは考えなくてもいいや」と吹っ切れられるよ

うになりました。

はい、ものすごく悩んでいました。やっぱり、学校の1クラス

分くらいの女の子がいて、バラエティで活躍できるおもし

ろさを持った子やずば抜けた特技を持っている子がいる

中で、「自分の個性って何だろう？」とか、「どういう部分をア

ピールしていけばファンの人に私の存在を知ってもらえる

んだろう」とか、デビューしたばかりの頃はそんなことばか

り考えていて、ずっと苦しかったです。

年下のメンバーが多かったし、みんなそれぞれ悩みを抱え

ながら頑張っていたから、あまり周りに自分の悩みを打ち明

けることはなかったのですが、デビュー前にホテルの相部

屋で一緒に生活をしていた橋本奈々未ちゃん（2017年に卒

業した元乃木坂46メンバー）は、「そのままで良いんだよ。良

さが伝わるのは時間がかかるかもしれないけれど、そのま

までいたらまいまいは大丈夫だよ」って、ずっと言い続けて

くれていました。最初はななみんの言葉を素直に受け止め

られなかったけれど、メンバーとして活動を続ける中で、

「“個性”は自分が『こうだ』と決めつけるものではなくて、周り

の子が『この子ってこういうところがあるよね』『ああいうとこ

ろが良いよね』と見つけてくれて、初めて気づけるもの。難し

く考えたり、無理してキャラを演じ続けるよりも、普通に楽し

く真剣に取り組んでいれば自分らしさに近づいていけるん

だ」……と次第に分かってきて、「ななみんが言っていたの

はこういうことだったのか」と、気づくことができたんです。

乃木坂46のメンバーとしては5年間活動させていただいた

のですが、アイドルって本当に特殊なお仕事なんですよね。

コンサートで歌ったり踊ったりするだけじゃなくて、バラエ

ティ番組やラジオにも出る子もいれば、ファッション誌の専

属モデルをやる子もいる。本当にいろんなことに挑戦させ

てもらえる場で溢れていました。その中で、私が「すごく楽し

い！」と思えたのが、新曲のMV（ミュージックビデオ）やCD

の特典の個人PV（監督と1対1で撮影するプロモーションビ

デオ）などの映像のお仕事をしている時だったんです。

撮っていただいたものがどんな映像になるのかにいつも

ワクワクしたし、撮影中に色々なスタッフの方々とお話がで

きるのも大好きで、「一緒にひとつの作品を創り上げる」と

いうクリエイティブな世界の一員として自分が関わること

に興味を持ち始めて……。それで、24歳の頃、この先自分

がどうしていきたいか考えた時に、「25歳で乃木坂46を卒

業して、女優を目指そう」と決意しました。

たしかに頑固なところがあるかもしれないです（笑）。何か

大きな決断をする時は、いつも自分の直感に頼っている部

分がありますね。そういえば、ある人から言われて気づい

たのですが、「5の倍数」の年齢の時に、いつも私の人生に

とって大事な何かが起きているんです。15歳の時は芸能の

お仕事に興味を持ってダンススクールに通って、20歳の時

は上京して乃木坂46のメンバーになって、そして25歳で卒

業して女優になり……。30歳になったらどんな風になって

いるんだろうな、とドキドキします！ 今所属している事務所

は、所属したばかりの頃から「これからどんな道に進んでい

きたいか」と一生懸命聞いて、一緒に考えてくださるので、

次の節目に向かって色々なことにチャレンジし続けていき

たいです。

私が演じた加奈は、ある出来事がきっかけで、想像していた

明るい未来がすべて奪われてしまった主人公。同じアルバ

イト先の女の子がいつも近くに寄り添って励ましてくれるけ

れど、その大切な仲間にもたまにきつくあたったりしてしま

うくらいの絶望感を背負っています。撮影では、その出来事

が起こる前と後の加奈を演じ分けたり、セリフを話すシーン

ではなくても表情や仕草で彼女の心の傷やつらさ、そこか

らどうやって前を向いて進んでいくのかを視聴者の方々に

伝えたいな……ということを特に意識していました。

台本を読み込んで、「セリフとセリフの間で彼女は何を考え

ているんだろう……」と想像したりしながら、イメージを膨

らませています。でも、そういうイメージをするための思考

回路というのは、自分の中で考えられること以上のことは

生まれないんですよね。だからこそ、色々な経験をして、感

情の引き出しの数を増やしていきたいと考えています。

映画もそうですが、例えるならば「部活」みたいな感じで

す。ドラマ作りって、一人では絶対できないもので、監督さ

んや照明さん、録音さん、美術さん、ヘアメイクさんやスタ

イリストさん、共演者さんなどなど、たくさんの人が関わっ

ているので、そのチーム感が大好きです。

それぞれが大切な役割を持っているチームの中で、「演者」と

して役をいただいているからには、自分自身もその役割をしっ

かりと果たせるように実力をつけないと、と日々思っています。

はい、好きなんです。周りにカメラ好きが多くて、私よりも

断然詳しい子がいるので、写真の撮り方で分からないこと

があったら教えてもらったりしています。

普段は友達を撮るのが好きです！ スマートフォンで撮るこ

ともよくありますが、チェキやフィルムカメラもよく使って

います。きれいにピントを合わせて写真を撮りたい時や、

旅行に行く時は、オリンパスのデジタルカメラを持って行

きますが、普段使うのは最近はフィルムカメラの方が多い

かも。軽くて持ち歩きやすいんですよ。

撮ってから現像するまで何があるか分からないワクワク感

が面白いです！ 現像した時に「全然ピントが合ってない

じゃん！」ってがっかりするのも、むしろ楽しくて。スマート

フォンだと、色んなアプリやフィルターがあって、すごく良

い感じに撮ったり加工したりもできますが、フィルムカメラ

には他にはない独特の色合いがあるのも好きです。

よっぽど疲れてヘトヘトになっている時以外は、出かけるこ

とが多いです。目的が無くても、仕事が終わったら帰りにぶ

らぶらして帰ったり、あえて電車やバスに乗らずに歩いて

帰ることもあります。インドアそうに見えるかもしれません

が、実は全然そんなことないんですよ（笑）。

そうですね。私はまだ一人で海外旅行に行ったことがあり

ませんが、雄一さんのように気ままに旅ができる人にはす

ごくあこがれます。男性だから気軽に行きやすいというの

もあるかもしれませんが、一人で計画を立てて海外に行け

る人って本当に尊敬します！

良いですね！ スウェーデンやノルウェーにはぜひ一度行っ

てみたいです。あと、今気になっているのがバリ島。最近、

友達がバリに行ったみたいなのですが、物価が安いしカゴ

バッグや雑貨も可愛くて良かった、と勧められたので、今度

パンフレットを手に入れようかなと思っています！ うーん、

行きたいところがありすぎて迷っちゃいますね……（笑）。

先ほどお話したフランスでのエピソードのように、行って

みて初めて気づけること・得られるものがたくさんあるの

が旅の魅力。だからこそ、行けるうちにいろいろ行っておい

た方が絶対に良いよ！ と伝えたいです。

「時代劇に出たい」という目標はあります。旅行でも古都に出

かけるのが好きなのですが、「今の時代にないもの」「自分が

体験できなかったこと」へのあこがれがあって、文化や歴史、

建築物に強く惹かれるので、当時の世界観に自分が入り込ん

だらどうなるかを演じてみたいです。ただ、すぐにでも実現し

たい目標というわけではないんです。今できること一切手を

抜かず、ちゃんと向き合い続けることが、今私のやるべきこ

と。一度お仕事をした監督さんやスタッフの方々から「また一

緒に作品が創りたい」と思っていただけることが、私にとって

幸せです。今を一生懸命進み続けた先に、きっとまた新しい

目標や夢が見えてくるんだろうな……と思っています。

て、なんだか深川さんがすごくまぶしく感じます（笑）。最後

に、次の節目の30歳までに、「こんな女優さんになっていた

い」「こんな役柄を演じてみたい」という目標がもしあれば

お聞かせください！

Story

もう速度制限でイライラしない！

「ギガぞう」はモバイルデータ通信の圧縮によるデー

タ節約と全国のカフェやレストラン等のWi-Fiへ接続

をし、通信量をセーブします。

ワイヤ・アンド・ワイヤレス WEBドラマ

深川麻衣　 中島歩
川津明日香　兒玉太智　鳥居功太郎

主題歌：三月のパンタシア「恋を落とす」

 公式HPにて配信中！　https://koioto.gigazo.jp 

つながる、こと。
どこからか電話の着信音が聞こえた
路上に落ちているスマホ、健太はそれを拾った

『私この携帯を拾ってくれた人と
恋をしようって決めてたんです』

そんなメールが届いた
携帯電話だけでの奇妙なやり取りをめぐる
ラブストーリー

※なお、当選発表は、商品の発送を以てかえさせていただきます。
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